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いと語っていました。というのは以前に多くの
手工業の職場で訓練をつんでいたからです。
　仕事の最初の日のことを全く正確に思い出す
ことができます。当時の上司は私につぎのよう
なことを言って勇気づけてくれました。，君が
犯罪技術について知らなくてもかまわない。こ
この他の人たちもそれほど多くを知っているわ
けではない。君はそれをきっと学ぷだろう。一
番重要なことは明確な政治的態度と政治的な信
頼性だ。’私は夜ごとに古いブルジョア的な犯
罪学の文献から学びましたが，若干の他の文献
は当時自由に手に入れることができなかったの
です。
　F．K．：一体どのようにしてあなたは筆跡専
門家になりましたか。
　K．M．：ここで少し前にさかのぼってくわ
しく話さねばなりません。人民警察の隊列に加
わるまで一中断はありましたが一趣味とし
て筆跡学に取りくんできました。それはつぎの
ことからきています。1933年の秋に私はナチ
によって投獄されてのち，たまたまある犯罪者
一文書偽造犯一と監房をともにしなければ
なりませんでした。私はこの男となかでも筆跡
の偽造について，とりわけ署名の偽造について
話をしました。男は幅広い”経験’と，能力“
を持ちあわせていました。
　私は以前からゲシュタポが強く確信をもっ
て，誰がどの手書きのビラやスローガンを書い
’たか，を確定できたことについて何度カ・不思議
に思っていました。それだから監房仲問にどう
してそんなことができるのかをたずねました。
私にはそれが非常に興味深くなり，さらにくわ
しく筆跡学と取り組むことになりました。
　”保護検束者‘の多くの者は，当時およそ何
か意味のあることをするために，このまたはあ
の分野で知識を完全にしあるいは新たなものを
習得することに自分の時問を使いました。多く
の者は言語を習び，私の趣味は筆跡になりまし
た。
　しばらくしてから私は文献を手に入れまし
た。私の最初の研究資料は今でも持っていま
す。それは1929年にベルリンで出版されたRo－
bert　Saudekの。実験筆跡学’です6〕。この著
作から方法論を自分のものとしましたが，著者
の考え方である，書き手が”どのようにして“
という問題に答えるためではなくて，書き手が
”誰か“という問題に答えるためという著者の
結論とは反対になりましたが。
　当時クラインモイスドルフ（K1einmeusdo－
rf）にあった刑務所から釈放されてのち一つ
いでに言えば私に判決が言い渡されたその日は
奇しくもカール・マルクスの誕生日でした一
私は自分の家族のなかで誰が筆跡を書いたかを
確定することを実際にためしてみました。これ
はすべて書き手をつきとめるということだけの
喜びからでたものでした。それが私の人生の最
も本質的で美しい章のための重要な予行演習に
なろうとはまだ気づいていませんでした。
　私が人民警察官としての職務を歩みはじめた
ころザクセン州刑事警察の筆跡鑑定の研究を誰
が仕上げまたどのようにしてそれを為しとげる
かという論理的方法にただちに興味をもちまし
た。この分野に全力を投入しようとしたので
す。1946年の秋に”筆跡の比較対照のための州
センタ」を設立するという課題が私に委任さ
れました。
　F．K．1最初の事件について一霞、いだすことが
できますか。
　K．M．：もちろんですとも。投機と詐欺が
問題でした。ゲルリッツ　（Gδr1itz）では大が
かりな配給切符の偽造が暴露されました。ある
婦人が職務上の地位を利用してその切符をくす
ね，必要な事項を書き入れて，金にするために
他の婦人に手渡したという嫌疑をかけられまし
た。配給切符のいる商晶たとえばワンピース，
背広，靴，下着，カーテンをヤミ市場で法外に
高い価格で売るためにその切符でそれらの品物
が買いあげられていたのです。
　今口私達の同志の多くはその事件が何を意味
していたかきっと想像できないでしょう。当時
あったわずかな財貨が公平に分配されねばなり
ませんでした。そのために食料配給券や配給切
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符が役立ちました。ゲルリッツのような事件は
その土地の住民の秩序正しい生計をほんとに妨
げ，生活を再び正常に戻すために気高い心で来
る日も来る日も言葉の真の意味で懸命に働いて
いた市民の窮迫と不安を増大させました。
　民問の鑑定人の筆跡鑑定の結果は，筆跡の書
き手の容疑のある婦人を断定的に容疑者から排
除することでした。それは少しも不思議なこと
ではなかったのです。この鑑定人は，新しい社
会秩序に相当な損害を与える違反行為が問題と
なったときには，きまってその違反行為から排
除するという結論を出していたことを，私はす
でに何度も確認せざるをえなかったのです。彼
はこうして自分のもつ鑑定という手段で当時わ
れわれに反対していたのです。
　私の鑑定は異なる結論をだしていました。そ
れゆえ私はこの婦人が配給切符を偽造したこと
を裁判官に信頼させるに足りるだけの，そして
明確に理解できる鑑定を努力して仕上げまし
た。ここではじめて筆跡の図式的分析という私
の方法を応用しました。この基礎にもとづいて
裁判の公判を迎えたのです。
　私は鑑定人として招かれ，被告側の弁護人は
反対の鑑定人を証人として出しました。その鑑
定人は一年ほど前に，私が筆跡の研究を教えて
くれるように依頼したことに対して，私のよう
に研究者でないものに，ましてや国民学校の教
育しか受けていないものに筆跡学を教えるとい
うことは無意味であろうと言らて断わったまさ
にその人であったのです。そのことはこの人に
とってもすでに審理の始まったときから鑑定人
として法廷に出廷する私の能力にはっきりと疑
いを入れる動機となりました。彼の弁論はほと
んどもっぱら私の鑑定能力の問題について，裁
判官に一定の確信をいだかせようとすることに
関係していました。私に対するこの反論は，裁
判官に一体この反論をしている鑑定人が私の鑑
定書を読んでいるのかどうか，という質問をお
こさせる誘囚となりました。鑑定書にもとづい
て私は応答しましたが彼はけっしてそれを用い
なかったのです。けれども裁判官は異なる把え
方をしていました。裁判官は私の鑑定を確実な
ものとして評価していました。とりわけ容易に
理解できるということ，そしてその鑑定はこれ
までの筆跡鑑定に関するその裁判官の裁判とい
う任務のなかでこれまでけっしてなかった確実
なものであると述べました。
　弁論の終りにあたって裁判官は私の鑑定に賛
成しました。またほかの証拠も起訴を支えまし
た。その結果被告とその共犯者は自由刑に処せ
られました。
　最初のこの事件は筆跡研究の方法には正しい
道があるという私の自信と信念を当然に強めま
した。こうして私は初めはドレスデンで，1952
年からはベルリンの人民警察犯罪技術研究所
で，この基礎にもとづいて多くの筆跡鑑定人を
育成し，自分自身もこの経路のなかで同時に一
層進歩しました。
　F．K．：あなたの実践的な刑事警察官の任務
の経験から今日の刑事たちに何か忠告していた
だけないでしょうか。
　K．M．：けっして見失なってはならない最
も重要なことは，どの刑事も労働者一農民権力
の代表として行動し決定しているということを
いつも意識していなければならないことです。
彼が行うことあるいはまた行わないことのすべ
てが，人間に係わりをもっており私達の社会主
義国家に役にたつかあるいは害を与えるかとい
うことなのです。
　私は去年の。FOm㎜der　Kfimina1istik“の
いくつかの号を読みました。それで私は刑事た
ちがどれほど根本的に職業倫理をそなえ，人格
の必要条件をみたして職務にいそしんでいるか
ということを知りました。それは正しくまた非
常に重要なことと思います。というのは私の経
験から明確な行動と立場とがどれほど重要であ
るかということを知っているからです。もしそ
れが高い専門的な能力と組み合わされるなら
ば，すべての事件に正しく取りくむための本質
的な諸前捉がそなわっているということです。
　私は刑事の仕事でつねに一つの根本命題を持
っていました。先入観をもたないですべての事
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実を集めました。あらゆる矛盾が明らかにされ
ないときは事件は私にとって疑いのないもので
はなかったのです。だから私は最後まで私の仕
事の結果を批判的に考察してきました。この客
観性が失敗を防ぎ，刑事としての活動で違法行
為を防ぎました。
　F．K．：同志ミュラー，あなたは年金生活に
入ってからSED（ドイツ社会主義統一党）中
央委員会付属マルクス・レーニン主義研究所を
援助して，カール・マルクスとフリードリヒ・
エンゲルスの筆跡を解読できるようにして，メ
ガ刊行に寄与するよう依頼されたことを我々は
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知っています。この頃のことについて話すべき
興味のあることが何かあるでしょうか。
　K，M．：それについて私は白分の興味をそ
そられる課題に直面しました。これらの筆跡が
これまでどのように解読されてきたかを知った
とき，私は自分のいつもの慣れた，しかし解読
者にとっては新しい方法をとることを決定しま
した。刑事の仕事と同じように行いました。
　こうして。ミュラー入門書“あいはフルネイ
ムで。カール・マルクスとフリードリヒ・エン
ゲルスの筆跡の，特別な顧慮のもとでとくに困
難な筆跡の体系的な解読’という著作ができあ
がりました。
　私の目標はだれでも，入門書’の助けで両者
の筆跡を解読できるようにすることでした。第
一部でアルファベッ．トのすべての字母を，それ
らがどのようにしてマルクスとエンゲルスによ
って書かれてきたか，という種々様々の形態変
化一書かれたときの時期に応じて区分けされ
ている一において把握しました。数字と言己号
も取り上げました。第二部で両者の利用した単
語の短縮形を論じています。この方面で両者は
非常に創造的でした。というのは二人はその時
代によく使われた短縮形とともに二人にとって
独自なそれをも用いたからです。そこで正確に
解読可能とするために適当な参考書をしばしば
捜し求め，時には本格的に追跡しなければなり
ませんでした。
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　この研究によって，これまで知られていなか
った二人の生活について非常に多くのことを知
りました。私の二人へのそしてその世界を変革
する理論への尊敬の念は一層大きくなりまし
た。
　ジェニー・マルクスが夫のかたわらで行って
いたことを私は全く尊敬してみました。ジェニ
ーがマルクスー家のひどく貧乏な生活に直面し
て泣きながら書かなければならなかった手紙を
何度私は手にしたことか7〕。文字どおりこれら
の手紙にそのことをみることができました。解
決されるべき多くのやっかいなことがありまし
た。その例をあげるとマルクスの叔父Lion　P－
hi1ipsへ宛てた手紙を解読しなければならなか
ったことがそれです畠）。1864年のこの手紙は筆
跡像からみて他の時期になされた筆跡行為とは
本質的に区別されていました。私は刑事の実践
から病気が書き手の筆跡をゆがめうることを知
っていました。たとえば神経系が傷害をうける
と整合的で流れるような筆の動きは影響を受け
うるでしょう。書くときに使う腕とか手の包帯
や添え木も作用を及ぼしうるでしょう。
　さきにあげた手紙の例は，とりわけこの時期
の他の手紙の内容の検討から，マルクスがそれ
を床についたままで書かねばならなかったと私
は確定しました。というのは彼は病気で起きら
れなかったからでした。そのことがいつもの慣
れた筆跡像からのズレを明確に説明しました。
　あるいは他の一つの例：エンゲルスは昆E“
を一般的な否定の言己号として使用しました。そ
れゆえエンゲルスでは，。Em091ich“は。un－
mOg1ich“のことなのです。　この短縮形の解を
ユ903年の古いBrockhaus－Lexikonにみつけだ
しましたo〕。この仕事ですらその性格からみて
刑事としての仕事でした。
　何年もつづくこうした細かな仕事が一枚一枚
，ミュラー入門書“を充たしました。専門家か
ら助言を求められたときそのことを自負してい
ます。というのはカール・マルクスかあるいは
フリードリヒ・エンゲルスの文書がベルリンと
モスクワにあるいはまた東京かベルリンにあ
っても専門家ではどうにもならないからなので
す。
　最後になお一言述べておきたいことがありま
す。カール・マルクスは私にとって全く偉大な
人物です。まさにそれは彼が私に筆跡の解読で
偉大なものを要求したからでもあるのです。
　F．K．：同志ミュラー，この対話ほんとうに
ありがとう存じます。さらに良き人生を健康の
うちにすごされますように。
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　riften　von　Kaf1Marx　und　Friedrich　Engels，
　Institut　fur　Marxismus－Leninismus　in　Berlin
　1967．
5）　，Entstehen　des　Neuen‘とは，ein　neuer　Sta－
　at‘：DDRのこと。
6）　Robert　Saudek：Experimentelle　Gfaphologie，
　Berlin，Leipzig，Pan－Ver王agユ929－
7）　たとえば，Je口ny　Marx　an　Joseph　Weydeme－
　yef，20．5．1850－In：M－E－W，Bd．27，S．607
　－610・邦訳『マル・エン全集』第27巻，513－5ユ7
　ぺ一ジ。
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　　J，Marx　an　F－Engels，27．4．ユ853．1n：M一
耳一W・Bd・281S・645・邦訳rマル・エン全集』
　第28巻，523－524ぺ一ジ。
8）　K．Marx　an　Lion　Philips，29．3．1864，In：
　M－E－W，Bd．30，S．649－651．邦訳『マル・エン
　全集』第30巻，526止528ぺ一ジ。
9）マルクスとエンゲルスが草稿，手紙などで用い
　た短縮形を理解することの困難は，彼らが個々の
　術語をラテン語の方法で短縮し，しかもそれをド
　イツ語の筆言己体で表現したということにあるとい
　われる。クルト・ミュラーの参照した主な文献は
　つぎのとおりである。
　　Adfiano　Cappe11i：Wbrterbuch　lateinischer
　und　italienischer　Abk首rzungen，Verlag　J．J．
Weber，Leipzig1901．さらに，例の否定の”E“
についてはつぎの文献にあげられている。
　Meyers－Gf0Bes－Konversations－Lexikon，Ja－
hrgal］9ユ903，Band5，unter，，E“，sowie　Band
17unter，，Sch1uB“Logik．
　”E“In　der　Logik　bezeichnet　es　einen　ange－
mein　vemeinenden　Satz．
　なお，つぎの辞典にも，，E“が論理学において
一般的な否定を意味することが記されている。
　Universal－Lexikon，Bd，9．A王tenburg，H．A．
Pierer，1842．S．189．
　Brockhaus　Conversations＝Lexiokon，f．A，
B・Brockhaus　Reipzig－1883．S・694．
　　　　　　　 　　　（ユ986年12月ユ7口受理）
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